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であると言える 2 。しかしそれはまた同時に、ファンによる「受容 にかかわる労働」






























トップ 5 に留まり続けた 3 。江藤文夫の『見る雑誌、する雑誌』によると、『平凡』






























































































































9 　Scott Henderson, “Youth, Excess and the Musical Moment.” In Ian Conrich and Estella 



































11　杉山平一「テレビを徹底的に利用する」『キネマ旬報』318号（1962年 8 月 1 日）、41頁。
















































































17　江藤文夫「ニッポン無責任時代」『キネマ旬報』320号（1962年 9 月 1 日）、85頁。
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歌謡映画とメディア・ミックス
ング、駄洒落の使用が特徴的であった。最初期の「 5 秒 CM」の一つに、植木を起用
した洋傘メーカー「アイデアル」の CM「何である、アイデアル」があるが、当時は
非常にうけた。
　コメディアンのキャッチフレーズが、宣伝のキャッチコピーとなり、テレビが広告
化するにつれて、映画はテレビ化した。1963年以降、クレージーキャッツのメンバー
は皆テレビ CM に登場した。一方、石原裕次郎のような銀幕の大スターは、冠番組
『裕次郎アワー　今晩は裕次郎です』を持つことで、テレビと映画の境界を崩した。
結びにかえて
　本稿の議論は、次の 5 点に要約される。
1 ）歌謡映画は、ブロードウェイの映画版とは異なるメディア・ミックス型の
ミュージカルである。
2 ）メディア・ミックスにおけるファンとスターの関係は、「雲の上」の「あこが
れ」ではなく、身近な欲望の対象、すなわち手の届くような関係である。それ
は、後のアイドル文化に通ずる特徴である。
3 ）「三人娘映画」は、メディア・ミックスにおけるファンと「キャラ」の相互的
な関係を再帰的に前景化する。
4 ）1950年代後半、『平凡』はメディア・ミックスの要として、国民／民族規模の
「非同期型の視聴覚メディア」を構成した。
5 ）しかし1960年代前半までには、セレブリティ文化中心の座は、同期型視聴覚メ
ディアであるテレビに渡った。
